
 

 

公的研究費の取り扱い及び不正防止に関する規程 

 
（目的） 

第１条 この規程は、教育テック大学院大学（以下「本学」という。）における公的研究

費の適正な取り扱い及び不正防止に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規程において「公的研究費」とは、文部科学省又は独立行政法人等から交付

される競争的資金を中心とした公募型の研究資金をいう。 

（責任と権限） 

第３条 「最高管理責任者」は、公的研究費の管理・運営について大学全体を統括する最終

責任を負う者であり、本学学長がこの任に当たる。 

２．「統括管理責任者」は、公的研究費の管理・運営について最高管理責任者を補佐し本

学全体を統括する実質的な責任と権限を有する者であり、本学事務局長がこの任に当た

る。 

３．「研究管理責任者」は、公的研究費の管理・運営について担当部局を統括する責任と権

限を有する者であり、本学に設置する研究推進委員会委員長がこの任に当たる。 

４．「経費管理責任者」は、公的研究費の管理・運営について出納･保管を統括する責任と権

限を有する者であり、本学事務局経理担当者がこの任に当たる。 

５．「部局責任者」は、各部局における公的研究費の管理・運営について実質的な責任と

権限を有する者であり、本学研究科長がこの任に当たる。 

（相談窓口等） 

第４条 公的研究費の規程及び事務処理手続き等に関する相談窓口は研究推進委員会と

する。 

２．研究推進委員会は、研究者の研究遂行を適切に支援するため必要に応じて学内関係部

局との調整を図り、適切かつ迅速な対応を行なう。 

３．研究推進委員会は、公的研究費の使用に係る申請及び報告等の事務を統括する。 

４．本学事務局総務部は、公的研究費の使用に係る出納及び保管等を担当する。 

（適正な管理・運営） 

第５条  公的研究費の使用に係る事務処理手続きは、「経理規程」「経理規程施行細則」 

「調達規程」「出張旅費規程」「海外出張旅費規程」及び「日本学術振興会科学研究費

助成事業（科研費）使用ルール」等によるものとする。 

２．公的研究費に係る事務処理手続きの関連諸規程は、必要に応じて適宜見直しを行い、

明確かつ統一的な運用をはかるものとする。 

３．公的研究費の執行にあたっては、毎年度、研究管理責任者から研究者及び関係部局に

必要事項を周知する。 

（不正防止計画の推進） 

第６条 最高管理責任者は、公的研究費不正防止計画推進委員会（以下、「委員会」とい

う。）を設置し、公的研究費の不正使用に対する防止計画を推進する。 



 

 

（委員会） 

第７条 委員会は、統括管理責任者、研究管理責任者及び経費管理責任者をもって構成し、

不正防止計画の立案、推進を行い、必要な措置を講じるものとする。 

２．委員会が必要と認めた場合は、委員以外の関係者を出席させることができる。 

（通報窓口） 

第８条 公的研究費の使用に関する不正の通報窓口は、学校法人大阪キリスト教学院監査室

とする。 ２ ．前項により通報があった場合は、監査室長は委員会と協力して調査を行うものとす

る。 

（調査等） 

第９条 委員会は、監査室長と共に行った調査の結果を最高管理責任者に報告し、不正行為

が明らかになったときは、当該不正行為の是正措置及び再発防止のために必要な措置を

講ずるものとする。 

（処分等） 

第１０条 調査の結果、法令違反等の不正行為が明らかになった場合には、不正行為に関

与した教職員に対し就業規則等に従い懲戒処分等を行うことができる。 

２．不正な取引に関与した業者については、「調達規程」による取引停止等の処分を行な

うものとする。 

（秘密保持） 

第１１条 通報窓口及び調査等（通報）に関わる者は、職務上知り得た秘密を他に漏らし

てはならない。 

（通報者の保護） 

第１２条 本学は、通報を行なった者に対しては、通報をしたことを理由として不利益な取

り扱いをしてはならない。ただし、悪意をもって虚偽の通報を行なった者については、

理事長は懲戒処分等を行うことができる。 

（内部監査） 

第１３条 公的研究費の適正な運営・管理のために、委員会は「学校法人大阪キリスト教

学院内部監査規程」に基づき監査を実施する。 

（その他） 

第１４条 この規程に定めるもののほか、公的研究費の取り扱い及び不正防止に関し必要

な事項は別に定める。 

（規程の改廃） 

第１５条 この規程の改廃は常務理事会において行う。 

 

 

附  則 

この規程は、２０２５年４月１日から施行する。 


